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づく議論が出来ない。そこで、独自の X 線構造解析に着手した。 
 
検討内容 
 小型の延伸固定治具に PDMS 試料をセットして-100℃で冷却結晶化し、円筒カメラを用いて波長 0.07107 
nm の X 線により散乱ベクトルが大きな領域まで WAXD パターンを記録した。この WAXD パターンより、結晶
の単位格子を決定する。この単位格子中に PDMS 分子鎖モデルを配置し、実測の WAXD パターンを再現す
るよう構造最適化する。こうした検討を行うため、特殊アプリケーションの Materials Studio を利用した。 
 
結果 
 Materials Studio では粉末図形しか取り扱えないため、実測の繊維図形を円環平均して擬似的な粉末図形
とした。円環平均した際に重なったピークは、手作業で重なる前のピーク位置情報を割り振った。こうしたデー
タを用いて Materials Studio の指数付け機能により単位格子を探索したところ、 a = 8.45 Å, b =11.8 Å, c(繊維
軸) = 8.43 Å との結果が得られた。また、別途行った密度測定により、結晶部の密度は 1.249 g/cm3 と求めら
れた。これらの値から、単位格子中には 8 個のモノマーが収納されると推定される。さらに、複屈折測定の結
果に基づき、この 8 個のモノマーは単位格子中で各々4 個のモノマーから成る 2 本の分子鎖に割り当てられ
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参考論文 











 硫黄架橋未充填 NR のシート（厚さ 2mm）から周長 50mm、幅 1mm のリング状試験片を打ち抜き、実験に用
いた。放射光施設のビームラインに特注の卓上型高速引張試験器を設置した。試料を所定の歪みまで高速
















存性 I は次式で与えられる。 
𝐼 =  𝐼0exp (−
∆𝐺∗
𝑘𝑇
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のバンドル核は折り畳み鎖結晶とは異なる表面自由エネルギーを持つはずである。そこで、実測の値から逆
にバンドル核に対する表面自由エネルギーの積2e を求めた。得られた積の値は、折り畳み核に比べて
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